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SE名規模

名規模

2024/7/31

2025/1/1 ～

2

2024/10/1 ～

【業 務 概 要】

【業 務 概 要】

【PJ概要】
kendraを導入して、社内検索にかかるリソースを削減する

【担当業務】
・社内検索システムのAI強化におけるテクニカルリード
・Amazon Kendraを活用した自然言語検索機能の設計・実装
・Reactを用いた検索結果UI/UXの最適化と改良

【コメント】
プロジェクト中期から参画し、既存の社内検索システムが抱える課題分析から取り組みました。当時の検索システムは完全一致検索のみに対応しており、ユーザーが正確なキーワードを把
握していない場合、必要な情報へのアクセスが困難という技術的負債が存在していました。この課題に対し、Amazon Kendraという自然言語処理に基づいた検索サービスの導入を支援しま
した。
チーム体制としては、私がバックエンド側の検索エンジン実装を担当し、フロントエンド開発者2名と協働してReactベースの検索インターフェース開発を行いました。特に技術的に難し
かったのは、Kendraの検索パラメータ最適化と社内特有の専門用語への対応でした。これに対して、業界特化の同義語辞書を独自に構築し、Kendraのカスタムシノニム機能と連携させるこ
とで検索精度を大幅に向上させました。
この取り組みにより、以前は平均3分かかっていた情報検索時間が30秒以下に短縮され、社内の情報アクセス効率が10倍向上。年間換算で約2,000時間の工数削減に貢献しました。また、検
索システムのコード品質向上のため、単体テストカバレッジ80%以上を達成し、将来的な機能拡張にも対応しやすいアーキテクチャを実現しています。

【習得技術】
kendra,React

Windows SQL

【PJ詳細】
BI導入するためにデータの整備を行い、実際にお客様の手元でBIツールが見れるまで支援するプロジェクト

【担当業務】
・BIツール導入における要件定義から実装までの一貫した支援
・クライアントへのデータソースヒアリングと分析要件の整理
・データモデリングとテーブル定義書の作成
・Tableauを活用したインタラクティブダッシュボードの設計・開発
・クライアント向けの操作トレーニングと運用サポート

【コメント】
クライアント企業がデータドリブンな意思決定を実現するため、Tableauを活用したBI環境構築プロジェクトに参画しました。プロジェクト初期段階では、クライアントの経営層および各
部門責任者へのヒアリングを通じて、明確な分析要件の抽出に注力しました。その過程で、データが社内の複数システムに分散しており、一元的な分析が困難という技術的課題が浮き彫り
になりました。
体制としては、3名のチームで、クライアント側の担当者と密に連携する立場でした。最大の技術的課題は、異なるソースシステムから収集されるデータの整合性確保と、分析に最適化さ
れたデータモデルの構築でした。この課題に対して、ETLプロセスの設計とデータウェアハウスの構築を主導し、複数システムからのデータを統合的に分析可能な環境を実現しました。
具体的には、クライアントの販売管理システム、CRM、生産管理システムなど複数のデータソースから抽出したデータを正規化し、分析に最適化されたスタースキーマモデルを設計。デー
タの整合性チェックと前処理のためのSQLスクリプトを開発し、日次でのデータ更新プロセスを自動化しました。
Tableauダッシュボード開発においては、クライアントの業務プロセスに沿った2つの主要ダッシュボード（売上分析、顧客分析）を構築しました。

【習得技術】
Tableau,要件定義PMO、テーブルデータ作成整理

三ノ輪駅
※茨城に移住予定(時期

未定)
線 日比谷

1

BI導入プロジェクト 

2025/3/31

IT

2024/12/31

IT 委託

SE

【PJ詳細】
大量ログデータ解析

【担当業務】
・大規模ログデータの設計・加工・分析パイプラインの構築
・分散処理フレームワークを活用した日次80GBデータの効率的処理
・サンキーダイアグラムによるユーザー行動パターン可視化
・ログデータ分析基盤の構築と最適化

【コメント】
大規模Webサービスから生成される膨大なログデータ（日次約80GB）を効率的に処理・分析するプロジェクトに技術リードとして参画しました。プロジェクト開始からログ解析スクリプト
を作成し、当初は数日を要するという重大な課題が存在していました。
チーム体制としては、データエンジニア3名において、私はデータパイプライン設計と並列処理実装を主導する立場でした。最大の技術的挑戦は、非構造化・半構造化された多様なログ
データを統一的に処理する効率的な手法の確立でした。
この課題に対し、PySparkを活用した分散処理アーキテクチャを設計・実装しました。具体的には、ログデータの前処理（クレンジング、正規化）を並列化し、処理効率を約10倍に向上さ
せました。
データの可視化においては、特にユーザーの行動パターンを直感的に把握できるサンキーダイアグラムの実装に注力しました。pythonを使ってインタラクティブな可視化インターフェース
を構築し、従来は気づけなかったユーザーの回遊経路を特定しました。
並列処理の最適化においては、メモリ使用量とCPU負荷のバランスを考慮したリソース割り当てを実装。
このプロジェクトの成果として、従来は数日かかっていたログ分析が8時間以内に完了するようになり、一日でのデータ活用が可能となりました。

【習得技術】
データ整形、並列処理

3

3

2023/8/1 ～

委託

【業 務 概 要】



金融

【業 務 概 要】

7

不動産

【業 務 概 要】

2022/1 ～ 2022/3

【業 務 概 要】

6

2022/4 ～

【PJ詳細】
現行不動産DBのクレンジング・マッチング精度向上

【担当業務】
・大規模不動産データベースのクレンジング設計・実装
・AWS環境を活用したデータ処理基盤の構築
・高精度データマッチングロジックの開発
・SQLを用いたデータ分析・可視化

【コメント】
約2500万件に及ぶ大規模不動産データベースの品質向上と高度化プロジェクトに参画しました。参画時点では、データの不整合や重複、欠損値などの品質問題が多数存在し、これにより
データ分析の信頼性低下や誤った意思決定リスクという課題を抱えていました。
チーム体制としては、データエンジニア3名、リーダー1名のチームで、私はデータクレンジングとマッチングロジックの設計・実装を主に担当しました。最大の技術的課題は、異なるソー
スから収集された不動産情報の名寄せと、住所表記ゆれや物件情報の不完全さに対処するロジックの確立でした。
この課題に対し、AWSのサービスを活用した効率的なデータ処理環境を構築しました。具体的には、S3をデータレイクとして活用し、受領データを適切なパーティション構造で格納。これ
により、Athenaを用いた高速なSQLクエリ実行環境を実現しました。データクレンジングにおいては、住所正規化アルゴリズムを独自に開発し、表記ゆれや省略形などを統一フォーマット
に変換するパイプラインを構築。これによりアドレスマッチング精度を従来の72%から94%に向上させました。
マッチングロジックの設計では、単純な文字列比較ではなく、ファジーマッチングや機械学習アプローチを導入。SageMakerを活用してテキスト類似度モデルを構築し、物件名や特徴量の
類似性に基づく高精度なレコードリンケージを実現しました。このアプローチにより、従来は人手での確認が必要だった潜在的な重複データを自動的に95%以上の精度で特定可能となりま
した。
SQLを用いたデータ分析では、Athenaの分散クエリ処理能力を最大限に活用するためのクエリ最適化を実施。特に、複雑な集計処理においてはパーティション設計とクエリの書き方を工夫
し、従来は数時間を要していた分析処理を数分に短縮することに成功しました。
このプロジェクトの成果として、データクレンジング後のマスターデータベースの正確性が大幅に向上し、誤情報や重複による分析誤差が80%減少。また、データマッチング精度の向上に
より、複数ソースからの情報を統合的に分析できるようになり、不動産市場の動向把握や価格予測の精度が向上しました。さらに、構築したデータ処理基盤は再利用可能なコンポーネント
として設計されており、他のデータセットへの展開も容易な形で実現できています。

【習得技術】
AWS(S3,Sagemaker,Athena)

生成AI導入支援

改修 Windows Python,SQL

名規模

4

～ 2023/7

IT 委託

委託

3

【業 務 概 要】

5

2022/10/01 ～ 2023/3

IT

2023/07/01

SE

【PJ詳細】
ChatGPTを用いた社内検索エンジン作成

【担当業務】
・OpenAI APIとSlackを連携させた社内ナレッジ検索基盤の設計・実装
・Azure Cognitive SearchとAzure Blobを活用した画像・文書横断検索システムの開発
・AWS Lambdaを用いたサーバーレスアーキテクチャの構築
・ChatGPTのプロンプトエンジニアリングによる回答精度の最適化

【コメント】
社内に分散している膨大なナレッジ（文書・画像資料）へのアクセス効率を劇的に向上させるため、生成AIを活用した次世代検索エンジンの開発プロジェクトを主導しました。参画時点で
は、社内資料が複数のリポジトリに散在し、関連画像も含めた横断検索が困難という課題を抱えていました。
チーム体制としては、3名体制で私がアーキテクチャ設計とバックエンド開発を支援しました。最大の技術的課題は、非構造化データ（画像・文書）を意味的に理解し、ユーザーの自然言
語クエリに対して関連性の高い情報を抽出・統合する仕組みの実現でした。
この課題に対し、Azure Cognitive SearchとOpenAI APIを組み合わせたハイブリッドな検索アーキテクチャを設計。Azure Blobに格納された画像は事前にタグ付けを行い、メタデータとし
て検索可能な状態に整備。これらのメタデータと文書コンテンツを統合的に検索し、関連度の高い情報をChatGPT APIに渡して要約・解説を生成するパイプラインを構築しました。
実装面では、Pythonを用いてSlack APIとのインテグレーションを開発し、社内のSlackチャンネルから直接検索クエリを投げられる仕組みを実現。AWS Lambdaを活用したサーバーレスアー
キテクチャにより、コスト効率と柔軟なスケーリングを両立させました。特に、検索クエリの意図解析と最適な検索パラメータの自動調整機能の実装により、ユーザーの曖昧な質問に対し
ても高精度な回答を返せるよう工夫しました。
プロンプトエンジニアリングにおいては、検索結果と社内コンテキストを適切に組み込んだプロンプトテンプレートを設計。また、回答の信頼性向上のため、情報ソースの明示や不確実性
の適切な表現方法をシステムに組み込みました。
このプロジェクトの成果として、社内情報へのアクセス時間が平均15分から30秒に短縮され、月間約500時間の工数削減を実現。また、画像資料と関連文書の横断検索が可能になったこと
で、これまで見落とされていた関連情報の発見率が向上し、特に新入社員のオンボーディング期間を40%短縮するという副次的効果も生み出しました。さらに、APIの使用量を最適化する工
夫により、当初想定していたランニングコストを35%削減することにも成功しています。

【習得技術】
Python,Slack API,ChatGPT API, AWS lambda, Azure cognitive search

3

DWH作成業務支援

改修 Windows Python,SQL

SE

【PJ詳細】
DWH業務支援

【担当業務】
・大規模データウェアハウス設計・構築におけるテクニカルサポート
・ETLパイプラインの最適化
・パフォーマンスチューニング

【コメント】
飲料メーカー様の大量データを分析に使用するためのDWHを作成するコードの生成
上記データのパイプライン修正作業

【習得技術】
GCP

改修 Windows Python

【PJ詳細】
現行データフロー改修

【作業内容詳細/役割】
データの加工、エンティティ定義書作成、データフロー作成

【習得技術】
Azure datafactory

名規模

名規模 SE

2022/5 Azure datafactoryデータ加工改修

名規模 SE

DBマッチング・クレンジング

データクレンジング Windows Python,SQL

委託

4

委託

4



【業 務 概 要】

2021/6 ～ 2022/1

社内 委託

【業 務 概 要】

～ 2021/5

社内 委託

2021/4

2021/1 ～

【PJ詳細】
様々なプロジェクトを対象に将来コストオーバーを起こすかどうかを推定するプロジェクト。

【作業内容詳細/役割】
要件定義からはじまり、データソースの聞き取りをおこない、そこから1000万件ほどのデータの抽出を実施または依頼。それらの整理をおこない、次フェーズのデータ分析の前処理を行っ
た。
データ確認はSQLを用いて実行。

【習得技術】
SQLiteを扱うのは初めてであったが、キャッチアップすることが出来た。
また、要件定義を行い、全体スケジュールの管理も行ったことで、データ整理・分析業務への理解が深まった。また関係各者との連携も密にすることでスムーズな業務進行

2020/9 ～ 2020/12

RPA 金融 委託

【業 務 概 要】

人材育成 委託

8

9

10

11

12

13

2021/9 ～ 2021/12

【業 務 概 要】

2021/3

【業 務 概 要】

【業 務 概 要】

2021/9 ～ 2021/10

薬品メーカー 委託

【PJ詳細】
自社のWEBページのトラフィック分析

【作業内容詳細/役割】
google analyticsを用いて対象となるwebページをカテゴリ化し整理。トラフィック上位と下位の要因分析を行った。

【習得技術】
google analyticsを扱うのは初めてであったが、キャッチアップすることが出来ました。

名規模 講師

名規模

AI人材育成プロジェクト

統計・機械学習講師 Mac(開発) Python 3

Google

Analytics

3

10

webページトラフィック分析

データ分析 Mac(開発) Python 3

サプリのレコメンドモデル設計

データクレンジング〜モデル設計 Windows Python

SE

【PJ詳細】
ユーザーへ最も効果的なサプリメントを提案するモデルの設計

【作業内容詳細/役割】
受領データの加工、データの統計的検定、レコメンドモデル調査及び設計、プレゼン資料作成、メンバーへの機械学習の共有及びコーチング。

【習得技術】
レコメンドモデル設計経験、医療関連ドメイン知識

SE

医療メーカー 委託

Windows T-SQL(MS SQL) Azure

【PJ詳細】
Azure synapseにてデータテーブル設計を行う。

【作業内容詳細/役割】
定期的に送付されるデータをデータベースに格納する。その際データ項目の揺らぎや新規項目の判別を行う構造を設計し、実装すること。

【習得技術】
MS SQL server,Azure synapse、データベース設計経験

Python 3,SQL SQLite

テーブル定義設計

2 名規模 SE

プロジェクト状態推定プロジェクト

要件定義～データ加工 Mac(開発)

SE4 名規模

【PJ詳細】
お客様のご要望のもと、未来のアナリティクス人材の育成プロジェクト

【作業内容詳細/役割】
統計基礎、機械学習基礎、実践的なお題を用いたアナリティクス課題演習を2週間に渡って毎日講義を実施した。

【習得技術】
講師として初めて講義を行ったが、まさか初めてとは思わないくらいわかりやすかったといわれた。
受講生の納得のいかない箇所を解説する際、まず受講生の考え方を否定せずに聞き入れ、解釈の相違の根本となる箇所を探った。
これはほかのプロジェクトの際、要件定義で他社と意見の相違が出た際にすり合わせるのと似ていると感じ、それ以来意識して実施している。

帳票自動化プロジェクト

設計 Excel
MS Access

4

3 名規模

要件定義～データテーブル設計

名規模 SE

【PJ詳細】緊急対応での参画。

【作業内容詳細/役割】
手作業で行っていた業務のExcelでの関数化。現場で行われていた計算、関数の推定（値貼り付けが渡され、それを解析するイメージ）。
MS accessにてテーブル、ビュー作成スクリプトのコーディング

【習得技術】
MS access



2019/7 ～

16

17

18

19

20

2020/1 ～

15

2019/10 ～

～

2019/10 ～

2019/7 ～

～

【業 務 概 要】

【業 務 概 要】

2019/9

【業 務 概 要】

【業 務 概 要】

【業 務 概 要】

製造 委託

【業 務 概 要】

2019/9

メーカー 委託

【業 務 概 要】

2019/12

製造 委託

2019/12

メーカー 委託

2020/8

医療 委託

14

名規模 SE

【PJ詳細】

名規模

【PJ詳細】

Node.js

SE

【PJ詳細】
既存のアプリケーションの他部署向けチューニングプロジェクト

【作業内容詳細/役割】
お客様ご要望の画面要件作成。
アプリケーションの当該部署向けチューニングの実施。バグ除去。

【習得技術】
Node.jsの習得。

4 名規模

【PJ詳細】【作業内容詳細/役割】【習得技術】

探索システム構築プロジェクト

チューニング・機能追加 Mac(開発) javascript

4

4

名規模

出荷数予測プロジェクト

データ加工～データ分析 Mac(開発環境) Python 3 SPSS

名規模

【PJ詳細】    【作業内容詳細/役割】    【習得技術】

3

難病患者の再入院リスク予測プロジェクト

データ加工～データ分析 画面モックアップ作成 Mac(開発) Python 3 flask

【PJ詳細】
患者の入院時血液検査データから、次回再入院するリスクを予測するプロジェクト

【作業内容詳細/役割】
お客様から渡された生のデータを分析できるよう整理するところから開始し、テーブルデータを作成。その後分析に使う変数を選択し、モデル構築を実施。
モデルの選択の際にもいくつかの候補を洗い出し、技術調査を行った。
分析終了後、アプリ化したいとの要望があったので画面のモックアップを作成するところまで実施。

【習得技術】
大規模データの変数選択。モデリング手法調査。
Flaskの習得。

名規模 SE

チューニング・機能追加 Mac(開発) javascript Node.js

【PJ詳細】
既存のアプリケーションの他部署向けチューニングプロジェクト

【作業内容詳細/役割】
お客様ご要望の画面要件作成。
アプリケーションの当該部署向けチューニングの実施。バグ除去。

【習得技術】
Node.jsの習得。

Python 3 SPSS

探索システム構築プロジェクト

4 名規模 SE

出荷数予測プロジェクト

データ加工～データ分析 Mac(開発環境)

SE


